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水稲生育時期における水田から発生する亜酸化窒素の測定法
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1 は じ め に

大気中の亜酸化窒素の濃度は,二酸化炭素の約千分の一

と低いのにもかかわらず,熱吸収力は二酸化炭素の150倍

であることから,亜酸化窒素は二酸化炭素,メ タンに次
い

で 3番目に温暖化に関与している。さらに亜酸化窒素は
オ

ゾン層の破壊にも関連しており,近年注目されるよう
になっ

たの。

農耕地は亜酸化窒素の主要な給源とされ,全発生量
の10

%弱が農耕地からと試算されている
。。農耕地から発生す

る亜酸化窒素は,主に施lE窒素由来であり,畑地での研究

例が多く,発生が高いことが明らかにされている。
一方 ,

水田からの亜酸化窒素の発生は,畑地に比
べ非常に低いこ

とが知られている
3)。 しかし,水田は場での測定に当たっ

ては,八木らのメタン採取用チャン
バーが一般的に用いら

れ'),亜酸化窒素の測定にも併用
されているケースがみら

れることから,採取法等の精度上の問題が残されており,

研究例も極端に少ない。

そこで,チ ャンバーの検討を行い,水稲期間中
の水日か

らの亜酸化窒素の発生を測定したので報告する。

2試 験 方 法

に)試験場所及び試験年次

1)現地ほ場 :郡山市片平町,一ほ場10a

2)試験年次 :平成 4, 5年度

のチャンバー

2)試験ほ場の減水深

乾田,半湿田,湿田ほ場の日減水深は,それぞれ20,10

2皿/day(平成 4年 6月 18～ 25日 に測定)であつた。

13)栽培管理

1)供試作物 :平成 4年度 :コ シヒカリ (乾 日),ひ

とめばれ (半湿田,湿日)。 平成 5年度 :ひ とめばれ (全

は場)

2) 施月巴:場朝巴:N― P,0`― K,0=8-8-81/g

/10a
追肥 :N=2 kg/10a

に)有機物施用 :コ ンバインによる稲わらの前年秋鋤込

み

6)亜酸化窒素発生の測定
1)ガス採取法 :八木らによる通常チャンバー (60cm

×60m× 100側),ス モールチャン
バー (30¨ ×30m× 20cm)

と高さ及び底面積の異なる2種のチャン
バーを用い,ク ロー

ズドチャンバー法 (八木らの方法
6))で行った。チヤンバー

内の稲株数は,通常のチャンバーガ8株,スモ
ールチャン

パーが 2株である。また,稲が生長しスモールチャン
パー

内に入らなくなつた場合は,稲体を田面水上で切断
し採取

を行った。メタン及び亜酸化窒素のような水稲体内
を拡散

作用で大気と根圏間でガス交換を行って
いるガス発生の測

定の際,水稲体に切断処理を加えても数時間は発生
にはと

んど影響しないことが,メ タン発生により確か
められてい

るイ)。

スモーソレチャンバー
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2)亜酸化窒素分析法 :ECD検出器付きガスクロマ
トグラフィーで分析した。

3 試験結果及び考察

は)チ ャンパー内の亜酸化窒素濃度の変化 (図 1)

通常のチャンバー内の亜酸化窒素濃度の30分間の変化量

は微量であり,図 1のように時間経過による亜酸化窒素濃

度の推移は,直線関係を示さなかった。一方,ス モールチャ

ンパー内の亜酸化窒素濃度の変化量は,通常のチャンパー

の変化に比較して 1オ ーダーほど多く,30分間の亜酸化窒

素濃度の推移は,直線関係を示した。このことから,水田

からの亜酸化窒素発生の微量な動きを測定するチャンバー

は,高さlmの通常のチャンバーでは不適当であり,畑地

からの亜酸化窒素発生の測定に使用されている高さ20cIの

スモールチャンバーで測定することが,水田においても適

当であると考えられた。

(21 水田からの亜酸化窒素発生の推移 (図 2)

スモールチャンバーによる亜酸化窒素発生の変動幅は ,

通常のチャンバーによる変動幅に比較し小さかっ/_.スモー

ルチャンバーによる発生の測定値が正確であることから,

通常のチャンバーによる変動幅の大きさは,チ ャンバーの

測定誤差に出来すると考えられた。

3)水田からの亜酸化窒素発生量 (表 1)
通常のチャンパーによる発生量は,チ ャンパーによる測

定誤差が大きく,値の信頼性の点から問題があると考えら

れた。スモールチャンパーによる発生量は,通常のチャン

バーに比較し少なく,実際に水田から発生している量は,

畑地と比べ非常に少ないことが明らかになった。
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水田からの亜酸化窒素発生の推移

表 1 水日からの亜酸化窒素発生量

亜酸化窒素発生量(mgN20 N/♂ /yD
乾 田  半湿田  湿 田

通常のチャンバー (1093年 )
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